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１． 研究計画の概要 

長寿命一回繁殖性植物であるササ個

体群は同齢個体群を形成し，それ以外

の新規加入はほとんどない。個体群の

維持に遺伝的多様性の保持が必須であ

るならば，一斉開花を通じてササ個体

群の遺伝的多様性がどう維持されてい

るのかを明らかにすることは重要であ

る。旺盛なクローン成長を繰り返し，

排他的な群落を形成し続けるササが，

どうして一斉開花して枯死するか。そ

のメリットは何なのか？それらの疑問

に対し，分子生態学的手法を用い，遺

伝的多様性の維持という観点から具体

的に答えようとするのが，本研究の目

的である。一斉開花後の更新過程にあ

る群落のクローン構造を明らかにする

と共に，遺伝子交流の実態を解明し，

生活史を通じた遺伝的多様性の維持機

構の解明を目指す。 
 

２． 研究の進捗状況 

 一斉開花現象がササ個体群の遺伝的多様

性の維持にどのように関わっているかを明

らかにし、なぜササが一斉開花するのかを

考えるためには、開花前後の個体群の遺伝

的構造の変化を明らかにする必要がある。

我々は京都市北部で徐々に開花域を違えな

がら、広域開花を続けていたチュウゴクザ

サに着目して開花場所を予想し、開花前後

の遺伝的組成を明らかにすることに成功し

た。その結果、母集団自体非常に遺伝的多

様性の高い集団であることや，ジェネット

サイズと繁殖成功度との関連・自殖率など

を明らかにすることができた。広域開花時

のこうした知見は初めてのものである。ま

た、虫害により結実率が著しく低下する場

合があることも明らかになった。これらを

背景として、日本生態学会においてシンポ

ジウム「Bamboo はなぜ一斉開花するの

か？熱帯から温帯へのクローナル特性と開

花更新習性の進化を探る」を主宰し、日本

生態学会誌に特集を編集するという成果を

あげた。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

ササの開花については、いつどこで起こる

かわからないために、従来はすでに開花が終

了した頃に調査が始められるのが通常であ

った。我々は今回チュウゴクザサが京都市北

部域で広域に開花することを事前に察知す

ることに成功し、開花前の個体群から結実→

実生集団へと遺伝的組成を明らかにするこ

とができた。また、それらをもとに、生態学

会でのシンポジウムを主宰し、さらには、生

態学会誌への特集号編纂と広く一般にその

成果を知らせることができた。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 本科研費研究での当初の目的は十分に達

成したと考え、「温帯性 Bamboo の開花周期

はなぜ長いのか？ジェネット混在型競争回

避仮説の検証」というタイトルで研究計画最
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終年度前年度申請を行い、採択された。本研

究の成果をもとに、ジェネットが混在する構

造をもつことと温帯域のタケササ類の開花

周期の長さとの関連を明らかにしようと研

究を開始している。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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